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研究成果の概要（和文）：本研究は、心の健康指標としての笑顔に着目し、心理的な負荷による

笑顔の変化様態を明らかにすることを目的とする。若年層を中心に無表情化とコミュニケーシ

ョン能力の低下が危惧される現在、個人による笑顔形成能力の違いの実態を調査した。その結

果、笑顔づくりができない大学生が多数いることが確認できた。また、暗算などの精神的な負

荷によって笑顔をつくる表情筋活動が低下すること、音の不快な刺激によっても笑顔の形に影

響を与えることがわかった。笑顔づくりの指導に関しては、個人の形成能力に合わせたフェイ

シャルエクササイズを行う必要があることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the relationship between the 
change of smile and psychological stress for the mental health index. Japanese society has 
misgivings about an increase in young people with the expressionless and a decrease in 
communications skills. Then, the difference of the smile-making ability of young people 
was researched. As a result, it was confirmed that there were a lot of university students 
who were not able to make the smile well. Moreover, the load of the mental calculation 
reduced the facial EMG activity of smile. Unpleasant stimulation of the sound also 
influenced the shape of an attractive smile. The necessity of facial exercise matched to an 
individual ability was suggested for the guidance of the smile-making. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、笑顔に焦点を当てる写真撮影システ
ムや携帯型ゲーム機を利用した笑顔のトレ
ーニングツールが発表され、情報産業、健康
産業、サービス業において笑顔への関心が高
まっている。笑顔はコミュニケーション時に

視覚的な優位性をもち、社会生活に欠かせな
い表情である。しかし随意的な笑顔の形成に
関してはその多様性について不明の点が多
く、またさまざまなストレスを受けた際の変
化様態についてもわかっていない。 

認識率の低い未完成の笑顔はコミュニケ
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ーション時に次のような弊害をもたらす。対
話時に好意が伝達されない。自然な喜びの表
情筋活動のパターンを損ない、表情筋の不十
分な収縮が顔面筋から中枢へのフィードバ
ック効果に影響する。コミュニケーションだ
けでなく、表情筋の運動機能や情緒性まで低
下することが危惧される。 

笑顔形成能力の実態と心理的なストレス
負荷による笑顔づくりへの影響を調査する
ことで、円滑なコミュニケーションを促す笑
顔づくりのフェイシャルエクササイズの指
針を提供することができ、笑顔形成を用いた
早期のストレス診断などが期待できる。 

  
２．研究の目的 
(1)ヒトは意図的に笑顔をつくる際に、自ら
の意識とは異なり、その笑顔の強度が低減し、
笑顔のカタチが違和感のあるものになるこ
とがある。本研究でははじめに日本人の若者
の随意的な笑顔形成能力（笑顔づくりの能
力）の実態を明らかにすることを目的とする。 

つぎにストレス負荷による笑顔の変化様
態を顔の特徴情報を用いてモニタする。 
(2)暗算ストレス課題に対する笑顔形成時の
表情筋活動パターンの変化を明らかにする。
（生理心理的アプローチ） 
(3)音の不快刺激に対する笑顔の幾何学的特
徴の変化を明らかにする。 
（認知心理的アプローチ） 
 
３．研究の方法 
(1)笑顔のなかでもつくり笑顔に焦点をあて、
笑顔の強度と関係する 3つの顔の幾何学的特
徴（（a）表情矩形アスペクト比：両外眼角、
両口角を補間する仮想矩形の縦横比、（b）眼
裂針状度、（c）開口部下唇傾斜度）情報を用
いて日本人の若者の笑顔形成能力の実態を
調査した（図１参照）。表情矩形アスペクト
比は主に口角の挙上を反映しその値が大き
いほど、愛らしい笑顔の印象を与える。眼裂
の針状度は眼の細さを表し、値が大きいほど
自然な笑顔の印象を与える。開口部下唇傾斜
度は開口形状の審美性を反映し、値が大きい
ほど笑顔の美しい三日月形状の口裂が好印
象を与えることを示す指標である。 

以下の手順で調査と分析を行った。 
①日本人大学生男女 100 名（男性 50 名、女
性 50 名）を対象として 3 種類の写真画像
（（ⅰ）赤い注視点画像、（ⅱ）女性モデルの
真顔画像、（ⅲ）女性モデルの笑顔画像）の
提示に対する微笑みがけを課題として与え
た。 
②できるだけ大きな開口の笑顔をつくるこ
とを教示として笑顔形成時の写真をデジタ
ルカメラとセルフシャッターを用いて撮影
した。 
③撮影した写真画像を基に、3 つの幾何学的

特徴量を画像分析ソフト（Micro Analyzer：
日本ポラデジタル社）で算出した。なお、眼
裂針状度と開口部下唇傾斜度は顔の左右の
値を算出し、その平均値を試料の代表値とし
た。 
④アンケート調査によって被験者の性格特
性、生活習慣を把握した。アンケート調査は、
ＹＧ性格検査用紙と対人・達成領域別ライフ
イベントに関する用紙（高比良、1998）を使
用した。 
⑤アンケート調査から性格特性、ストレス度
と笑顔形成能力との関係性を検討した。 

(2)6 名の大学生（男性）を対象にして、精神
的なストレス負荷を 10 分間課し、負荷の前
後と負荷後 10 分において笑顔形成時の表情
筋活動、唾液アミラーゼ活性、心拍変動を測
定した。 
①まず、被験者が着座姿勢で安静時の生理指
標の測定を行った。内田クレペリンを用いた
ストレス負荷課題（一桁の足し算の暗算課
題）を実施し、10分間の課題終了後と安静状
態を保った課題終了 10 分後に生理指標の測
定を行い、その変化をモニタした。 
②表情筋の筋活動の測定には筋電図計測シ
ステム MP150（BiopacSystem 社）を用いた。
被験筋は顔の右側の眼輪筋、大頬骨筋、笑筋、

 
図１：笑顔の強度を示す 3つの顔の幾何学的特徴 

 

 
図 2：表情筋活動の記録と解析 



 

 

下唇下制筋として、測定には直径 5mm の皿型
表面電極を使用した。測定は 10 秒間行い、
測定開始後 2.5秒から7.5 秒までを整流化し、
筋電位積分値を求めた（図 2）。 
②唾液アミラーゼ活性の測定には、酵素分析
装置唾液アミラーゼモニター（NIPRO 社）を
用いた。また心拍変動には、AC-301A アクテ
ィブトレーサー（GMS 社）を用いた。瞬時心
拍数および自律神経活動指標である心拍変
動パワースペクトルのLF値（低周波数成分）、
HF値（高周波数成分）を求めた。 
 
(3) 以下の手順で調査、分析を行った。 
①日本人大学生男女 30名（男性15名女性１
５名）を対象として音刺激を与えた後に、笑
顔形成時の写真撮影を行った。 
②3 種類の音刺激を 1 分間聴いてもらい、直
後に笑顔の写真を撮影した。音刺激はプラス
チックの摩擦音（高周波ノイズ）を不快な音
とし、その他に癒しの音（川のせせらぎの自
然音）と無音（ヘッドホンの装着のみ）を用
意した。音刺激はランダムに被験者に流し、
刺激を与える前に10分間の安静時間を設け、
精神状態を安定させた。  
③写真画像を基に、笑顔の強度を示す３つの
特徴である表情矩形アスペクト比、眼裂針状
度、開口部下唇の傾斜度を求め、笑顔形成の
特徴傾向を明らかにした（図 1参照）。 
④また、刺激音を聴かせた後に気分調査を行
い、どの音でいかにリラックスできているか
を把握した。気分調査は緊張と興奮、爽快感
の 2 つの因子に絞り調査票を 16 項目で作成
し、4段階で評価させた（坂野、1994）。 
⑤音刺激と笑顔形成能力との関係性を検討
した。 
 
４．研究成果 
(1) 撮影を行った 100 名について、3 種類の
笑顔（（ⅰ）、（ⅱ）、（ⅲ））の表情矩形アスペ
クト比、針状度、下唇の傾斜度を算出した。
表情矩形アスペクト比の平均（±標準偏差）
は笑顔ⅰが1.46±0.10、笑顔ⅱが1.46±0.08、
笑顔ⅲが 1.46±0.10 であった。眼裂針状度
は笑顔ⅰが3.40±0.85、笑顔ⅱが3.80±3.10、
笑顔ⅲが 3.60±0.93 であった。開口部下唇
の傾斜度は笑顔ⅰが 0.36±0.14、笑顔ⅱが
0.35±0.12、笑顔ⅲが0.35±0.13であった。
一元配置分散分析を行った結果、笑顔ⅰから
ⅲまでの間で有意な差は見られなかった。 

先行研究を参考にすると笑顔認識率の高
い幾何学的特徴と判断できるのは、表情矩形
アスペクト比 1.55 以上、眼裂針状度 5.0 以
上、開口部下唇傾斜度 0.4 以上である。本研
究の特徴量との比較から全体的に笑顔が上
手くつくれていないことがわかった（図 3参
照）。また、アスペクト比、下唇の傾斜度と
比較して眼裂の針状度が最も低いという結

果になった。眼の部分の笑顔形成を苦手とす
る若者が多い傾向が明らかとなった。 
男女の比較を行った結果、特徴量の平均に

差はなかった。しかし、強度に関して上述の
閾値を定めて比較した結果、眼裂の針状度と、
下唇の傾斜度（笑顔ⅱ）以外は、笑顔ができ
た男性の割合を女性の割合が上回った。女性
の方が魅力的な笑顔を表出しやすい傾向が
明らかとなった。 
5 因子の性格特性別に、笑顔を表出できた

被写体の割合を算出した。それぞれの平均か
ら、笑顔形成能力が高い順に順位づけを行っ
た。その結果、Ｃ（平穏的・温順寡黙な人）
が最も得点が高く、次にＡ（平均型・中庸の
人）、Ｄ（管理者型・安定積極的な人）、Ｅ（異
色型・寡黙の人）、Ｂ（独善的・積極的な人）
という順序になった。性格特性と笑顔形成能
力には対応関係が示唆された。ストレス評価
尺度では、ポジティブ群、ネガティブ群に分
けて比較した結果、ポジティブ群で表情矩形
アスペクト比と眼裂針状度の特徴量で優位
性がみられた。性格特性とストレス評価尺度
では今後サンプル数を増やした調査が必要
である。 
 感情労働の現場では笑顔づくりが画一的
に指導されているのが現状である。笑顔は人
を惹きつける万国共通のサインである一方、
性格、環境、経験、男女間でもその形成能力
に違いがある可能性が強まった。笑顔づくり
に対しては個人対応での慎重かつ適切な指
導の必要性が示唆された。 

 
 (2) ストレス負荷課題により、安静時と比
較して唾液アミラーゼ活性と LF 値が増加傾
向に、表情筋活動量と HF 値は減少傾向とな
った。しかし、唾液アミラーゼ活性と表情筋
活動量については一定の安静時間をおくこ
とでストレス負荷前の安静時と同水準まで
回復した。 
 唾液アミラーゼ活性による生理指標は、ス
トレス負荷時において被験者すべてに増加
傾向が認められた。安静時と比較したアミラ
ーゼ活性の増加率には大きな個人差（4.1％

図 3：特徴量を用いた笑顔形成能力散布図（笑顔（ⅲ）） 



 

 

～63.1％）がみられた。心拍変動による生理
指標においては、ストレス負荷時においてLF
値が増加し、HF値が減少する一方で、瞬時心
拍数には大きな変化はみられなかった。これ
らの指標はストレス負荷後の安静状態にお
いて回復が認められなかった。 
 笑顔形成時の表情筋活動量の平均値は、ス
トレス負荷時に4つの被験筋ともに活動量が
減少した。特に眼輪筋および下唇下制筋の活
動量はストレス負荷時に大きく減少した（図
4参照）。このように表情筋活動の測定におい
てもストレス負荷に対応した変化がみられ
ることが確認された。ストレスに伴う生理指
標としては心拍数変動や唾液アミラーゼ活
性が広く利用されているが、笑顔の表情筋活
動をモニタすることで新たなストレスの蓄
積の姿がみえてくるかもしれない。今後被験
者数を増やして、刺激の多様性との関係性を
検討する必要がある。 

(3)3 種類の音刺激に対する気分調査の集計
結果（平均値±標準偏差、ポイントはリラッ
クスの度合いに比例）は、不快音で 40.5±6.5、
癒し音で 46.2±5.1、無音で 50.2±5.1 ポイ
ントとなり、不快音、癒し音の順に緊張の刺
激となっていることが確認された（図5）。 

笑顔の幾何学的特徴はつぎのとおりとな
った。表情矩形アスペクト比の平均（±標準
偏差）は、不快音で 1.48±0.10、癒し音で
1.51±0.11、無音で1.54±0.12であった。（図

6）眼裂針状度は不快音で 3.82±0.90、癒し
音で 4.47±2.20、無音で 4.60±2.37 であっ
た（図 7）。下唇の傾斜度は、不快音で 0.39
±0.09、癒し音で 0.39±0.11、無音で 0.41
±0.10 であった。 
 表情矩形アスペクト比は気分調査と対応
した結果となり、不快音に対しては低くなる
傾向がみられた。眼裂の針状度においても不
快音で低くなる傾向がみられた。また、無音
と癒し音における標準偏差が大きかったこ
とに対して不快音では 40％以下にまでなっ
ていた。下唇の傾斜度に関しては刺激に応じ
た違いがみられなかった。 
 音の不快刺激に対しても笑顔の形態変化
が確認された。騒音環境によっては笑顔の形
成がより困難なことが予想される。今後は聴
覚だけでなく、視覚、触覚、味覚、温熱感覚
などの刺激を加えることによって、感性と笑
顔形成の関係性を見直す必要があるものと
考える。 
 本研究結果より日本人の若者の笑顔形成
能力の低下の実態とストレス負荷に敏感に
反応する笑顔の特徴がわかった。 
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６．研究組織 

図 4：笑顔形成時の表情筋活動量の変化 

図 5：気分調査の集計の比較 

図 7：眼裂の針状度の比較 

図 6：表情矩形アスペクト比の比較 
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